
内
閣
衆
質
一
五
九
第
一
三
五
号

平
成
十
六
年
七
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
計
屋
圭
宏
君
提
出
世
界
自
然
遺
産
屋
久
島
の
自
然
環
境
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。

平
成
十
六
年
七
月
六
日
受
領

答
弁
第
一
三
五
号



衆
議
院
議
員
計
屋
圭
宏
君
提
出
世
界
自
然
遺
産
屋
久
島
の
自
然
環
境
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

屋
久
島
で
は
、
登
山
者
の
遭
難
の
防
止
及
び
マ
ナ
ー
の
向
上
等
の
た
め
、
地
元
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
「
屋
久
島
山
岳
部

利
用
対
策
協
議
会
」
に
お
い
て
、
登
山
者
の
た
め
の
標
識
の
設
置
、
「
マ
ナ
ー
ガ
イ
ド
」
の
作
成
及
び
配
布
等
の
対
策
を
進

め
て
お
り
、
環
境
省
の
自
然
保
護
官
も
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
環
境
省
に
お
い
て
も
、
地
元
の
方
々
を
雇
用
し
、
登
山
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
維
持
管
理
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
登
山
口
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
設
置
の
効
果
、
必
要
性
等
に
関
し
、
現
地
の
国
有
林
を
所
管

し
て
い
る
林
野
庁
や
地
元
関
係
者
と
の
間
で
十
分
な
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
取
扱
い
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
設
置
の
時
期
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

屋
久
島
に
は
、
現
在
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
屋
久
島
原
生
自

然
環
境
保
全
地
域
及
び
自
然
公
園
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
霧
島
屋
久
国
立
公
園

に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
職
員
と
し
て
、
三
名
の
自
然
保
護
官
を
駐
在
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
一
名
は
、
世
界
自
然
遺

一



産
区
域
の
生
態
系
の
保
護
に
関
す
る
調
査
、
企
画
、
事
業
の
実
施
等
の
事
務
を
担
当
す
る
世
界
自
然
遺
産
生
態
管
理
官
を
兼

ね
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
自
然
保
護
官
は
、
「
屋
久
島
山
岳
部
利
用
対
策
協
議
会
」
の
構
成
員
と
し
て
登
山
者
に
対
す
る
自
然
保
護
及
び

登
山
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
登
山
者
の
山
岳
遭
難
時
の
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
は
本
来

の
業
務
で
は
な
い
が
、
「
屋
久
島
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協
議
会
」
に
そ
の
構
成
員
と
し
て
参
加
し
、
知
見
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
山
岳
遭
難
の
防
止
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

環
境
省
に
お
い
て
は
、
国
立
公
園
内
の
ト
イ
レ
を
始
め
と
す
る
公
園
施
設
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
お
り
、
屋
久

島
の
山
岳
地
域
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
県
、
上
屋
久
町
及
び
屋
久
町
が
整
備
し
た
十
一
カ
所
の
ト
イ

レ
の
う
ち
八
カ
所
に
つ
い
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
屋
久
島
の
登
山
道
の
中
で
も
特
に
利
用
者
の
多
い
縄
文
杉

ル
ー
ト
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
に
鹿
児
島
県
が
整
備
し
た
し
尿
を
汚
泥
化
処
理
す
る
循
環
式
ト
イ
レ
に
つ
い
て
補
助

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

屋
久
島
に
お
け
る
登
山
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
山
岳
地
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
は
重
要
な
課
題
と
考

二



え
て
お
り
、
縄
文
杉
ル
ー
ト
以
外
の
登
山
ル
ー
ト
に
お
い
て
も
そ
の
整
備
が
進
む
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

上
屋
久
町
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
た
際
に
活
用
さ
れ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
の
補
助
制
度（「
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
」
）
は
、
経
済
性
等
の
課
題
を
克
服
し
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
、
新

し
く
導
入
す
る
際
の
初
期
費
用
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
バ
ッ
テ
リ
ー
セ
ル
の
更
新
等
、
そ
の
後
の
維
持
管
理

に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
地
域
の
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
を
体
験
し
、
及
び
学
習
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
保
全
に

責
任
を
持
つ
観
光
の
在
り
方
を
い
い
、
そ
の
進
展
に
よ
っ
て
、
環
境
の
保
全
、
観
光
の
振
興
及
び
地
域
の
振
興
に
資
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

屋
久
島
に
お
い
て
は
、
既
に
、
優
れ
た
自
然
を
い
か
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
考
え
方
を
実
践
す
る
エ
コ
ツ
ア
ー
が
盛
ん

に
行
わ
れ
、
多
く
の
ガ
イ
ド
が
活
動
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
、
地
域
の
関
係
機
関
、
関
係
事
業
者
及
び
地

三



域
住
民
が
協
議
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
認
識
を
共
有
し
て
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
具
体
的
な
取
組
が
一
層

進
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
環
境
省
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
組
み
づ
く
り
等
を
目
的
と
し
て
、
屋
久
島
を
始
め

と
す
る
十
三
地
区
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
屋
久
島
に

お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四


